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ステージゲート評価結果（5年目） 
〇結果 
 5年目ステージゲート通過とする 
 
〇評点 
 A:評価項目を満たしており、課題の継続実施が妥当である 
 
〇総合評価コメント 
 「超短パルスレーザー駆動衝撃波背後の原子スケール損傷現象の理解と、レーザーピー
ニングパラメーターと材料・機械特性との相関関係を明示する」という SG目標は十分に
達成されている。特にマグネシウム合金における表面の強靱化が従来法に比べて一桁上昇
することを実験的に示したことは印象的であり、他のデータも合わせて、予想を超える実
験結果が得られている。予定している機構解明が是非とも必要であり、継続することに意
義がある。 
 一方で、本研究で観測された強靭化のデータは世界初のオリジナルであるという点は理
解できるが、代表者グループを含む内外の関連分野の動向を示した上で、今後の計画を示
す必要がある。実用化が期待できる技術なので企業連携の具体化が必要である。 
以上を踏まえて、本課題は継続するのが妥当と判断する。 

以上 


